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六
月
号

発
行
所

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

東
京
都
中
央
区
築
地

三
ノ
一
（
本
願
寺
内
）

電
話
鋤
〇
三
一
三

振
替
東
京
ヨ
七
六
8

発
行
人
栗
本
俊
道

編
集
者
別
所
弘
因

印
刷
所
ル
ン
ビ
ニ
社

参
議
院
選
挙
に

仏
教
代
表
の
進
出
を
望
む

　
参
議
院
選
挙
も
目
前
に
近
づ
い
て
来

た
。
最
近
内
外
の
諸
情
勢
を
見
る
に
、
科

学
、
経
済
の
発
達
に
伴
な
っ
て
人
間
社

会
の
表
面
は
華
や
か
に
見
え
る
の
に
比

べ
て
、
反
面
の
精
神
面
の
弱
体
と
危
機

は
、
人
命
軽
視
、
交
通
麻
痺
、
精
神
障

害
者
、
青
少
年
の
犯
罪
を
激
発
し
、
我

々
仏
教
者
の
奮
起
す
べ
き
問
題
は
山
積

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
悪
の
浄
化

は
ひ
と
り
宗
教
者
や
教
育
者
だ
け
の
力

の
み
に
よ
っ
て
解
決
さ
る
べ
き
も
の
で

は
な
く
国
家
社
会
の
繁
栄
を
来
た
す
所

の
政
治
力
の
上
に
も
強
く
打
出
し
て
も

ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
精
神
生
活

と
物
質
生
活
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
均
衡

化
す
る
為
に
は
宗
教
家
と
政
治
家
が
表

裏
一
体
と
な
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　
こ
れ
ら
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に

は
良
識
と
信
念
あ
る
数
多
く
の
仏
教
系

議
員
を
議
場
へ
送
る
こ
と
で
あ
る
。
現

代
の
混
乱
せ
る
不
安
な
社
会
は
健
全
な

仏
教
的
信
念
あ
る
有
能
な
人
々
が
輩
出

し
現
行
政
治
の
欠
陥
を
補
う
べ
く
努
力

す
る
と
こ
ろ
に
お
の
ず
と
浄
化
さ
れ
て

来
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
れ
が

と
り
も
な
お
さ
ず
、
仏
教
の
理
想
境
で

あ
る
娑
婆
即
寂
光
土
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
意
味
に
お
い
て
左
記
に
列
挙
し

た
方
々
は
有
能
な
仏
教
系
の
候
補
者
と

し
て
出
馬
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
願

わ
く
ば
全
仏
教
徒
が
公
明
選
挙
の
線
に

添
っ
て
応
援
さ
れ
る
こ
と
が
つ
よ
く
望

ま
れ
る
。

あ
　
　
べ
　
　
ほ
う
し
ゅ
ん

安
部
法
俊
（
本
名
日
出
生
）

、
撃

，
綴

　
　
弘
法
大
師
信
仰

　
に
よ
る
社
会
救
済

櫛　
事
業
に
挺
身
し
、

　
現
在
た
い
廃
し
て

　
い
る
道
徳
思
想
の

復
活
を
次
の
世
代
の
青
少
年
の
教
育
に

力
を
注
ぎ
、
国
民
思
想
と
政
界
の
浄
化

を
願
い
つ
つ
、
全
国
行
脚
を
つ
づ
け
て

い
る
。
松
葉
杖
の
布
教
師
と
し
て
有
名

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
宗
教
政
策

一
、
高
野
山
真
言
宗
本
山
布
教
師
と
し

　
て
今
日
迄
十
余
年
間
祖
風
宣
揚
、
社

　
会
浄
化
、
人
命
の
尊
重
、
社
会
道
徳

教
化
向
上
、
並
に
養
老
及
保
育
等
社

会
福
祉
事
業
の
振
興
に
全
身
全
霊
を

傾
注
。

一
　
昭
和
三
十
年

議
会
理
事

一
、
昭
和
三
十
年

連
合
会
々
長

　
　
現

、 　
　
略
　
　
　
歴

一
、
明
治
四
十
二
年
　
大
分
県
宇
佐
郡

安
心
院
町
に
生
る

、
昭
和
九
年
　
東
京
警
視
庁
警
察
官

、
昭
和
十
四
年
　
小
倉
市
丸
橋
合
名

会
社
支
配
人

一
、
昭
和
十
八
年
遠
賀
郡
繊
維
製
品

統
制
組
合
書
記
長

一
、
昭
和
二
十
五
年
　
正
金
相
互
銀
行

中
間
支
店
、
支
店
長

、
　
　
　
　
　
　
中
間
社
会
福
祉
協

中
間
身
体
障
害
者

四

一
　
高
野
山
真
言
宗
本
山
布
教
師

一
、
高
野
山
真
言
宗
保
育
連
盟
顧
問

一
、
社
団
法
人
身
体
障
害
者
事
業
団

名
誉
会
長

一
、
財
団
法
人
福
岡
県
警
友
会
遠
賀
支

部
　
相
談
役

一
、
株
式
会
社
渡
辺
紙
店
監
査
役

一
、
儒
道
館
指
南
仙
波
道
場
顧
問
（
柔

道
三
段
）

　
参
議
院
議
員
　
小
柳
　
牧
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
生
年
月
日

　
　
　
懲
・
　
、
　
明
治
十
七
年
目

　
　
　
　
　
　
鵡
　
月
十
三
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
本
籍
地
並
住

　
　
　
　
　
　
　
　
所
新
発
田
市
上

楠
川
三
八
八

　
　
〔
学
　
歴
〕

一
、
明
治
四
十
二
年
七
月
　
東
京
帝
国

　
大
学
政
治
学
科
卒

　
　
〔
政
治
歴
〕

一
、
大
正
二
年
十
二
月
　
北
海
道
庁
理

　
事
官
一
、
大
正
六
年
十
月
　
青
島
守
備
軍
民

政
部
事
務
官

一
、
大
正
十
二
年
十
一
月
　
臨
時
震
災

　
救
護
事
務
局
書
記
官

一
、
大
正
十
三
年
三
月

　
部
長

　
、
大
正
十
三
年
六
月

　
部
長
一
、
大
正
十
四
年
八
月

務
部
長

　
、
大
正
十
五
年
九
月

、
昭
和
四
年
七
月

　
、
昭
和
六
年
四
月

　
、
昭
和
六
年
八
月

、
昭
和
九
年
一
月

、
昭
和
十
一
年
二
月

議
院
議
員
当
選

一
、
昭
和
十
二
年
五
月

一
、
昭
和
十
四
年
一
月

官
（
平
沼
内
閣
）

一
、
昭
和
十
七
年
五
月

議
院
議
員
当
選

一
、
昭
和
三
十
年
五
月

当
選

、

青
森
県
内
務

山
口
県
内
務

神
奈
川
県
内

　
青
森
県
知
事

福
島
県
知
事

長
崎
県
知
事

兵
庫
県
知
事

新
潟
市
長

　
新
潟
二
区
衆

〃
　
　
　
　
〃

文
部
政
務
次

新
潟
二
区
衆

参
議
院
議
員

一
　
昭
和
三
十
年
十
二
月
　
内
閣
委
員

長一
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
　
参
議
院
議

員
当
選

一
、
現
　
在
　
自
民
党
総
務
、
政
務
調

査
会
治
安
対
策
、
雪
害
対
策
、
沖
縄

対
策
委
員
、
参
議
院
地
方
行
政
委
、

予
算
委
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
促
進

特
別
委
員

　
　
〔
役
　
職
〕

一
、
昭
和
石
油
株
式
会
社
相
談
役

一
、
財
団
法
人
曹
洞
宗
檀
徒
宗
門
護
持

会
会
長

　
　
宗
教
政
策

一
、
仏
教
精
神
を
以
て
青
少
年
の
不
良

化
を
防
止
し
、
住
み
良
い
社
会
を
実

現
す
る
。

一
、
宗
教
心
を
昂
揚
し
、
文
教
の
振
興

に
努
力
す
る

一
、
宗
祖
道
元
禅
師
の
御
精
神
を
以
て

貧
困
者
の
救
済
に
鋭
意
努
力
す
る
。

参
議
院
議
員

　
草
葉
隆
円

経
歴
の
概
要

一
、
本
籍
名
古
屋

　
市
千
種
区
春
里
町
二
丁
目
一
番
地

一
、
学
歴
　
大
谷
大
学
卒
業

一
、
政
党
　
自
由
民
主
党

一
、
一
一

　
a
選
　
挙

　
　
昭
和
二
十
二
年
五
月
第
一
回
参
議

　
　
院
選
挙
に
当
選

　
　
昭
和
二
十
五
年
六
月
第
二
回

　
　
昭
和
三
十
一
年
七
月
第
三
回

　
b
略
　
歴

　
イ
　
参
議
院

　
　
在
外
同
胞
引
揚
特
別
委
員
長
、
外

　
　
務
委
員
長
、
安
保
条
約
特
別
委
員

　
　
長

　
ロ
　
内
　
閣

　
　
厚
生
大
臣
、
社
会
保
障
制
度
審
議

　
　
会
副
会
長
、
タ
イ
国
仏
紀
二
千
五

　
　
百
年
式
典
政
府
代
表

　
ハ
　
自
民
党

　
　
国
会
対
策
委
員
長
、
政
策
審
議
会

　
　
長
、
党
総
務
、
社
会
保
障
調
査
会

　
　
副
会
長

　
二
　
団
体
関
係

　
　
愛
知
県
遺
族
連
合
会
名
誉
会
長
、

　
　
日
本
遺
族
会
副
会
長
、
愛
知
県
寺

　
　
院
共
済
会
々
長

　
　
私
の
主
張

一
、
国
家
基
礎
の
確
立

　
1
　
重
石
教
心
の
昂
揚
と
文
教
の
振
興

　
　
並
に
青
少
年
対
策
の
充
実

　
2
　
憲
法
の
改
正

　
3
　
自
衛
体
勢
の
確
立

　
4
　
戦
争
犠
牲
者
の
優
遇

二
、
外
交
の
刷
新
強
化

　
1
　
国
際
連
合
憲
章
の
改
正
と
国
連

　
　
の
強
化

議口咋甲一ρ
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2
　
経
済
協
力
を
中
心
と
し
た
ア
ジ

　
　
ア
共
同
体
の
推
進

　
3
領
土
問
題
の
解
決

三
、
経
済
の
安
定
向
上

　
1
　
経
済
向
上
の
学
行
と
格
差
の
是

　
　
正

　
3
　
中
小
企
業
、
農
林
漁
業
の
繁
栄

　
4
　
低
利
融
資
の
強
化
と
国
民
負
担

　
　
の
軽
減

四
、
福
祉
国
家
の
前
進

　
1
　
社
会
保
障
の
充
実
と
児
童
手
当

　
　
の
創
設

　
2
　
医
療
制
度
の
抜
本
的
改
革
と
所

　
　
得
保
障
の
強
化

　
3
　
環
境
衛
生
の
整
備

宗
教
を
土
台
に
し
た
政
治
を

　
　
鯵
撫
塾
灘
韻
中
野
文
門

私
は
議
場
で
総
理
大
臣
の
施
政
方
針

の
趣
旨
説
明
を
聞

い
て
い
る
時
、
あ

る
い
は
激
し
い
野

党
の
代
表
演
説
に

耳
を
傾
け
て
い
る

最
中
で
も
瞬
間
的
に
チ
ラ
リ
と
少
年
時

代
に
過
し
て
来
た
古
寺
で
の
昔
の
生
活

を
思
い
浮
べ
る
こ
と
が
あ
る
。
寒
・
梅
の

咲
く
庭
に
面
し
た
禅
堂
で
の
雲
水
生
活

の
あ
れ
こ
れ
を
思
い
出
す
。
　
“
脚
下
を

照
顧
せ
よ
”
“
随
処
に
主
と
作
（
な
）

れ
”
と
か
の
言
葉
が
自
然
に
脳
裡
を
去

来
す
る
。
バ
ケ
ツ
の
中
に
何
匹
か
の
蟹

を
入
れ
て
お
く
と
、
が
さ
が
さ
音
を
立

て
て
騒
々
し
い
。
こ
の
よ
う
な
世
の
中

に
生
活
し
て
い
る
と
幽
谷
で
蘭
の
香
り

を
か
ぐ
よ
う
な
気
分
が
恋
し
く
な
る
。

私
は
若
い
こ
ろ
、
東
京
市
の
社
会
局
で

人
夫
世
話
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
日
給
一
円

二
十
五
銭
を
も
ら
っ
て
旦
雇
人
夫
と
生

活
を
共
に
し
た
。
生
れ
て
始
め
て
受
け

た
報
酬
で
あ
る
。
そ
の
後
、
東
京
少
年

審
判
所
で
全
国
最
年
少
の
少
年
保
護
司

と
し
て
上
野
や
浅
草
地
帯
の
要
保
護
少

年
と
苦
楽
を
共
に
し
て
来
た
思
い
出
が

あ
る
。
初
め
社
会
事
業
家
を
志
し
、
全

日
本
私
設
社
会
事
業
連
盟
の
常
務
理
事

と
な
っ
て
働
い
た
が
、
そ
の
宗
教
を
土

台
に
し
た
政
治
家
と
な
る
こ
と
に
激
し

い
希
望
を
抱
い
た
。
昭
和
八
年
の
春
、

三
十
歳
で
神
戸
の
市
会
議
員
に
当
選
し

政
治
の
場
に
出
て
勤
続
十
七
年
、
終
戦

後
書
憲
法
下
初
代
の
神
戸
市
会
議
長
と

な
っ
た
。
爾
来
兵
庫
県
議
会
議
長
か
ら

参
議
院
議
員
と
し
て
国
政
に
参
画
し
て

い
る
今
日
ま
で
約
三
十
年
の
歳
月
が
流

れ
る
よ
う
に
過
ぎ
た
。

　
昭
和
十
二
年
七
月
赤
紙
の
召
集
令
状

を
も
ら
っ
て
神
戸
市
会
議
場
を
離
れ
、

丹
羽
部
隊
の
一
員
と
し
て
大
陸
の
戦
線

に
出
動
し
関
東
軍
や
朝
鮮
部
隊
と
共
に

戦
っ
た
。

　
長
い
竿
で
も
ぎ
と
ら
れ
る
よ
う
な
寒

夜
の
星
を
眺
め
て
戦
友
と
共
に
幾
度
か

故
郷
を
偲
ん
だ
。
　
“
遙
拝
す
掌
れ
元
旦

に
生
き
て
あ
り
”
北
支
邦
大
原
城
で
露

営
中
、
妻
に
宛
て
た
私
の
年
頭
の
一
句

で
あ
る
。
思
え
ば
人
生
の
浪
々
の
中
に

春
風
秋
雨
六
十
年
を
生
き
て
来
た
の

だ
。
向
上
で
あ
っ
た
か
、
年
下
で
あ
っ

た
か
政
治
と
宗
教
の
一
致
し
た
理
想
の

社
会
を
求
め
て
生
き
抜
い
て
来
た
の

だ
。
　
　
　
略
　
　
　
歴

○
昭
和
二
年
三
月
、
日
本
大
学
社
会
科

　
卒
業

○
昭
和
三
年
以
降
民
生
委
員
、
少
年
保

　
護
司
、
天
王
谷
学
園
教
官
、
全
日
本

　
私
設
社
会
事
業
連
盟
常
務
理
事

○
昭
和
八
年
四
月
、
神
戸
市
会
議
員

．
○
昭
和
十
四
年
九
月
、
兵
庫
県
会
議
員

○
昭
和
二
十
二
年
五
月
、
神
戸
市
会
議

　
長
○
昭
和
三
十
年
五
月
、
兵
庫
県
会
議
長

○
昭
和
三
十
一
年
七
月
、
参
議
院
議
員

　
当
選

○
昭
和
三
十
四
年
七
月
、
参
議
院
の
本

　
会
議
に
於
て
内
閣
常
任
委
員
長
に
当

　
選
就
任
。

○
昭
和
三
十
五
年
八
月
、
参
議
院
よ
り

　
南
北
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
並
に
ア
フ
リ

　
カ
、
等
に
派
遣
せ
ら
る

○
昭
和
三
十
六
年
七
月
、
池
田
内
閣
に

　
於
て
農
林
政
務
次
官
に
任
命
。

○
其
の
他
、
全
日
本
仏
教
会
参
与
、

　
兵
庫
県
宗
教
連
盟
理
事
長
、
兵
庫
県

　
仏
教
会
長
、
神
戸
市
兵
庫
区
柳
原
町

　
福
海
寺
住
職
。

　
　
全
国
区
選
出

　
　
　
　
　
　
大
谷
　
三
十

　
大
谷
螢
潤
師
は
、
東
本
願
寺
大
谷
光

暢
法
主
の
伯
父
に
あ
た
ら
れ
、
宗
門
の

元
老
と
し
て
、
さ
き
に
は
宗
務
総
長
と

し
て
宗
門
行
政
に
た
ず
さ
わ
り
、
戦
後

は
衆
議
院
議
員
と
し
て
ま
た
参
議
院
議

員
に
二
回
当
選
、
国
政
に
参
画
し
、
外

地
引
揚
特
別
委
員
会
委
員
長
、
党
総
務

社
会
保
障
制
度
審
議
会
委
員
、
皇
室
経

任
さ
れ
、
現
在
は
参
議
院
法
務
、

各
委
員
の
ほ
か
各
方
面
に
わ
た
っ
て
多

彩
な
活
動
を
し
て
い
る
。
最
近
と
く
に

全
仏
教
界
の
重
要
問
題
と
し
て
と
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
、
墓
地
問
題
及
び
寺
院

の
農
地
補
償
に
対
す
る
問
題
等
に
仏
教

議
員
団
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い

る
。
な
お
図
師
は
同
志
会
の
重
鎮
で
あ

る
。

済
会
議
予
備
委

員
、
宗
教
法
人
特

別
委
員
会
副
委
員

長
、
国
家
公
安
政

務
次
官
な
ど
を
歴

　
　
　
　
　
予
算

自
民
党
公
認
全
国
区
候
補

今
井
　
祐
申

政
　
十

一
、
政
治
に
教
育

　
に
宗
教
心
を
う

え
つ
け
、
そ
れ

　
を
通
じ
て
大
衆
に
真
の
喜
び
を
与
え

　
た
い
。

一
、
宗
祖
伝
教
大
師
の
御
遺
訓
に
の
っ

　
と
り
青
少
年
の
善
導
に
最
大
の
努
力

　
を
な
す
。

一
、
婦
人
と
そ
の
生
活
の
具
体
的
歩
み

　
を
政
治
の
中
に
実
施
す
る

一
、
人
口
の
激
増
に
か
ん
が
み
、
日
本

　
人
の
海
外
移
民
の
促
進
。

　
　
　
略
　
　
歴

明
治
冊
二
年
東
京
都
に
生
れ
東
京
都
台

東
区
上
野
桜
木
町
八
に
居
住
△
昭
和
二

年
大
正
大
学
修
学
。
△
昭
和
四
年
財
団

法
人
社
会
政
策
学
院
卒
業
△
昭
和
四
年

東
叡
山
見
明
院
住
職
△
昭
和
五
年
雑
誌

「
児
童
と
家
庭
」
を
発
行
△
昭
和
十
年

天
台
宗
社
会
課
長
△
昭
和
十
五
年
天
台

宗
総
本
山
布
教
師
△
昭
和
十
六
年
自
坊

見
明
院
を
青
壮
年
の
た
め
に
修
養
道
場

と
す
る
△
昭
和
廿
年
駒
込
高
等
学
校
幹

事
△
昭
和
廿
四
年
群
馬
県
庁
嘱
託
△
昭

和
廿
五
年
茨
城
県
西
光
寺
長
福
寺
兼
務

住
職
△
昭
和
廿
九
年
群
馬
県
庁
並
び
に

比
叡
山
延
暦
寺
よ
り
南
米
各
国
移
民
事

情
調
査
の
た
め
渡
伯
、
冊
一
年
帰
朝
△

昭
和
冊
一
年
全
国
に
移
民
事
情
の
講
演

と
資
料
展
覧
会
開
催
△
昭
和
冊
一
年
寛

永
寺
執
事
長
△
昭
和
冊
二
年
下
谷
仏
教

適
々
長
及
び
東
京
仏
教
団
常
務
理
事
△

昭
和
珊
年
自
由
民
主
党
本
部
派
遣
講
師

比
叡
山
延
暦
寺
企
画
部
長
△
昭
和
帯
三

年
世
界
仏
教
徒
大
会
日
本
代
表
タ
イ
国

大
会
出
席
、
大
会
副
議
長
△
昭
和
冊
四

年
全
日
本
仏
教
会
宗
教
法
人
対
策
副
委

員
長
。
友
愛
青
年
同
志
会
上
野
道
場
創

設
。
群
馬
県
上
野
学
生
寮
創
設
△
昭
和

珊
五
年
天
台
宗
総
本
山
よ
り
権
大
僧
正

の
位
階
特
補
△
昭
和
冊
六
年
延
暦
寺
東

京
事
務
所
長
△
昭
和
冊
六
年
天
台
宗
東

京
教
区
会
議
長
。

　
　
　
川
野
　
三
暁
　
（
5
1
）

　
自
民
党
全
国
区
公
認
候
補

一
、
政
策

仏
教
的
信
念
を
社
会
生
活
の
基
盤
と

し
て
慈
愛
温
る
る
政
治
を
通
じ
て
国

民
大
衆
が
豊
か
で
暖
か
い
生
活
を
営

む
事
の
出
来
る
福
祉
国
家
を
実
現
し

た
い
。

響
楚
筆
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
町

撮
懸
　
　
　
生
年
月
日

明
治
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日

学
　
歴
　
広
島
修
道
中
学
卒
、
竜
谷

　
　
　
　
大
学
予
科
入
学
、
東
洋
大

　
　
　
　
学
文
学
部
卒

職
　
歴
　
本
願
寺
派
正
念
寺
住
職
、

　
　
　
　
本
願
寺
派
東
京
出
張
所
次

　
　
　
　
長
、
仏
連
国
際
部
長
、
大

　
　
　
　
蔵
大
臣
池
田
勇
人
秘
書
、

　
　
　
　
本
願
寺
派
総
務

現
職
財
団
法
人
同
和
教
育
振
興

　
　
　
　
会
常
務
理
事
、
本
願
寺
派

　
　
　
　
宗
会
議
員
、
池
田
総
理
大

　
　
　
　
臣
秘
書

　
な
お
浄
土
宗
浄
光
会
長
で
熱
烈
な
仏

教
信
者
で
あ
る
一
松
定
吉
氏
も
出
馬
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。
　
　
（
順
不
敬
略
）

マ通柚。「 @b＝訊ウ喝罵μ
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財団法人全日本仏教会昭和36年度歳入歳出決算書

　　　　　　　　　　　　　　（自昭和36年4月1日・至昭和37年3月31日）

　
高
高

　
算
算

　
予
決

　
入
入

入
歳
歳

　
高
金
算
越

　
　
繰

　
決
　
　
度
出
年

出
歳
翌
二

歳
高
邑
歳
也
也

6，786，000円

6，948，438円

6，913，886円

　　　34，552円

　　　　　　　　歳

金
金
　
　
金
金

款 項 目 予 算　　韻 床 舜 額

負 担 金 6，100，000 5．73bO62

各宗派　負担 金， 各宗派負担 金 5，000，000 5，114，877

各団体　負担 金 各団体負担 金 1，100，000 621185

寄 附 金 寄　　　附 金 寄　　　附 金 200，000 490000

未　納 徴　収 金 未　納　徴　収 金 未　納　徴　収 金 50，000 210270

基　　金 果 実 基　　金　　果 実 基　　金　　果 実 35，000 36，425

雑 収 入 雑　　　収 入 雑　　　収 入 400，000 447，204

繰 越 金 繰　　　越 金 繰　　　越 金 1，000 28，477

合 計 6，786，000 6，948，438

出歳

款 項　　　　　　　　　目 予　　算　　額 決　　算　　二

丁　　務　　所　　費 4，096，000 4，157，153

人　　　件　　　費 2，246，000 2，240，648

役　　員　　手　　当 90，000 90，000

職　　員　　俸　　給 1，422，000 1，421，500

諸　　　　　　　給． 514，000 510，775

厚　　　生　　　費 170，000 168，373

退　職　積　立　金 50，000 50，000

事　　　務　　　費 850，000 918，930

借　館　借　室　費 300，000 300，000

通　　　信　　　費 300，000 349，645

消　　　耗　　　費 40，000 41，057

光　　　熱　　　費 20，000 13，160

備　　　品　　　費 20，GOO 32，039

印　　　刷　　　費 150，000 163．15

雑　　　諸　　　費 20，000 19，875

旅　　　　　　　費 旅　　　　　　　費 500，000 497，575

関西事務局費 関西事務局費 500，000 500，000

総　　務　　局　　費 1，070，000 1，065，549

会　　　議　　　費 600，000 596，959

理　　事　　会　　費 81，000 81，000

評　議　員　会　費 110，000 110，000

各種委員会費 200，000 197，699

会　　　議　　　費 209，000 208，260

共通事項処弁費 共通事項処弁費 220，000 一　　219，028

調　査　研　究　費 調　査　研　究　費 50，000璽 49，610

渉　　　外　　　費 渉　　　外　　　費 200，000 199，952

組　　織　　局　　費 960，000 1，052，781

組　織　強　化　費 500，000 559，992

組　織　強　化　費 200，000 210，252

』国内仏教徒会議費 300，000 349，740

教　　　化　　　費 180，000 179，459

習　　会　　費 弓100，000 95，285

教　　化　　諸　　費 80，000 84，174

弘　　　報　　　費 280，000 313，330

機関紙発行費． 230，000 271，330

宣　伝・報　道　費 50，000 42，000

国　　際　　局　　費 500，000 489，068
● 国　外　運　動　費 500，000 489，068

海外仏教使節接待費 170，000 160，660

● 世界仏教徒文化交流費 100，000 100，00り

国際仏教運動費 230，000 　’Q28，408．
雑　　　　　　　費 雑　　　　　　　費 雑　　　　　　　　費 50，000 40095
予　　　備　　　費 予　　　備　　　費 予　　　備　　　費 110，000 109，240

合　　　　　　　　　　　　計 6，786，000 6．913886

D　＝7ず＝順乳一颪樫’曳『騨“ぶ皿・一ヨー　・‘←
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理
事
会
開
催
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
冊
六
年
度
決
算
を
承
認

　
全
仏
理
事
会
は
五
月
十
四
日
午
後
二
時
三
十
五
分
か
ら
東
京
築
地
本
願

寺
会
議
室
に
て
二
十
四
名
（
内
委
任
十
五
名
）
の
理
事
の
出
席
を
得
て
開

か
れ
左
の
協
議
題
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
し
た
。

　
　
　
　
協
　
議
　
題

①
昭
和
冊
六
年
度
財
団
法
人
全
日
本
仏

　
教
会
歳
入
歳
出
決
算
に
関
す
る
件

　
別
所
総
務
部
長
よ
り
五
月
七
日
開
催

　
の
監
事
会
の
結
果
、
承
認
を
得
た
旨

　
更
に
同
日
開
催
の
常
務
理
事
会
で
承

　
認
を
得
た
旨
の
報
告
が
詳
細
に
亘
っ

　
て
あ
り
、
全
員
一
致
で
別
掲
の
通
り

　
承
認
し
た
。

②
英
文
仏
教
百
科
大
辞
典
編
纂
事
業
に

関
す
る
件

　
石
川
国
際
局
長
よ
り
編
纂
事
業
の
現

　
在
ま
で
の
経
過
並
に
運
営
に
対
す
る

　
経
過
概
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

　
本
事
業
の
移
譲
に
関
す
る
鈴
木
学
術

　
財
団
と
の
取
り
決
め
試
案
を
朗
読

　
し
、
提
案
理
由
の
説
明
を
な
し
た
。

　
な
お
阿
部
竜
伝
理
事
よ
り
左
の
質
疑

　
が
あ
り
夫
々
確
認
さ
れ
た
。

　
①
セ
イ
ロ
ン
国
へ
の
英
文
原
稿
の
送

　
　
付
は
全
仏
を
通
じ
て
す
る
こ
と
。

　
②
配
本
予
約
者
（
但
し
全
額
完
納
済

　
　
み
の
者
）
に
対
し
て
は
、
日
本
文

　
　
及
び
英
文
を
交
付
す
る
も
の
と
す

　
　
な
お
上
記
に
つ
い
て
種
々
意
見
の

　
　
開
陳
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
試
案
の

　
　
も
と
で
当
局
に
於
て
善
処
す
る
よ

　
　
う
決
議
さ
れ
た
。

③
講
習
会
開
催
に
関
す
る
件

　
狩
野
組
織
局
長
よ
り
八
月
二
十
日
及

二
十
一
日
東
京
都
下
八
王
子
駐
在
の
大

本
山
高
尾
山
に
於
て
開
催
す
る
予
定
で

あ
り
内
容
的
に
は
斬
新
な
、
現
代
感
覚

に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
に
す
る
べ
く
準
備

し
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
り
、
日
時
、

場
所
の
み
了
承
さ
れ
、
内
容
的
に
は
当

局
に
於
て
充
分
検
討
す
る
よ
う
一
任
さ

れ
、
会
議
は
午
後
三
時
四
十
五
分
に
閉

会
し
た
。

　
出
席
者
は
左
の
通
り
（
順
不
敬
略
）

　
金
剛
秀
一
、
宮
前
鳳
洲
、
宮
崎
文
輝

　
高
峰
秀
海
（
代
理
山
本
芳
遵
）
阿
部

　
竜
伝
、
加
賀
美
日
聰
（
代
理
冠
錬
宗
）

　
中
山
理
々
、
山
中
忍
海
（
代
理
渋
谷

　
亮
泰
）
安
藤
寿
雄
、
倉
持
秀
峰
、
岡

　
野
正
道
、
山
本
杉
、
塚
原
徳
応
、
武

　
田
達
士
、
阿
部
慶
昭
、
上
野
頼
栄
、

　
末
広
愛
冠
、
宮
島
顕
秀
、
間
野
敬

　
重
、
長
岡
慶
信
、
清
水
祐
之
、
岩
野

　
真
雄
、
福
森
宗
碩
、
訓
覇
信
雄
の
各

　
理
事
。
全
仏
当
局
か
ら
白
山
事
務
総

　
長
、
栗
本
総
務
、
狩
野
組
織
、
石
川

　
国
際
局
長
、
別
所
、
吉
井
、
柳
各
部

　
長
　
な
お
署
名
委
員
は
安
藤
寿
雄
、
宮
前

鳳
洲
理
事

　
宗
教
法
人
審
議
会

　
　
　
　
　
委
員
決
定
さ
る

　
去
る
五
月
十
一
日
付
、
文
部
省
調
査

局
宗
務
課
長
近
藤
春
文
氏
よ
り
、
理
事

長
金
剛
秀
一
氏
宛
第
六
期
宗
教
法
人
審

議
会
委
員
が
左
記
の
通
り
任
命
さ
れ
た

旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
金
剛
秀
凶
（
曹
洞
宗
々
務
総
長
、
全

　
　
仏
理
事
長
）

　
阿
部
竜
伝
（
真
言
宗
智
山
派
宗
門
顧

　
　
問
）

　
章
章
俊
道
（
浄
土
宗
立
会
議
員
、
全

　
　
仏
総
務
局
長
）

　
訓
覇
信
雄
（
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
）

　
香
取
茂
世
（
香
取
神
社
宮
司
）

　
高
松
忠
清
（
住
吉
大
社
宮
司
）

　
諸
井
慶
五
郎
（
天
理
教
代
表
役
員
）

　
宍
野
健
弍
（
扶
桑
教
管
長
、
日
本
宗

　
　
教
連
盟
理
事
長
）

　
渡
辺
善
太
（
日
本
基
督
教
団
正
教
師

　
御
木
徳
近
（
ピ
ー
エ
ル
教
団
教
主
新

　
　
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
理
事
長
）

　
庭
野
日
敬
（
立
正
信
成
華
々
長
）

　
下
村
寿
一
（
前
宗
教
法
人
審
議
会
々

　
　
長
）

　
大
塚
市
助
（
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）

　
稲
田
清
助
（
国
立
近
代
美
術
館
長
）

　
岸
田
英
夫
（
東
京
大
学
教
授
）

　
（
備
考
）

，
○
宗
教
法
人
法
第
七
十
一
条
第
二
項

　
宗
教
法
人
審
議
会
は
文
部
大
臣
の
諮

問
に
応
じ
て
宗
教
法
人
に
関
す
る
認
証

そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
そ
の

権
限
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い

て
調
査
審
議
し
、
及
び
こ
れ
に
関
連
す

る
事
項
に
つ
い
て
文
部
大
臣
に
建
議
す

る
o
O
同
法
第
七
十
五
条

　
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
（
任
期
二

年
）

　
　
鰹
も
．
◎
◎
‘
騨
o
o
“
，
．
o
耀
6
，
◎
＝
・
o
＝
6
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ソ
連
墓
参
団
に

　
　
　
　
　
　
僧
侶
が
同
行

　
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
、
ソ
連
に
あ
る

日
本
人
墓
地
参
拝
の
遺
族
団
は
政
府
の

派
遣
で
今
夏
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
遺
族
の
要
望
に
よ
っ
て
僧
侶
一
人

が
同
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
選
出

を
琴
芝
に
一
任
さ
れ
た
の
で
近
く
決
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
陶
　
布
畦
仏
教
開
拓
期

　
日
本
人
布
畦
発
見
の
端
緒
は
記
録
に

よ
れ
ば
、
千
八
百
四
年
（
文
化
元
年
）

　
日
本
仏
教
の
布
畦
伝
播
は
、
千
八
百
二
十
年
（
文
政
三
年
）
、
米
国
キ
リ

ス
ト
教
伝
道
協
会
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
開
始
に
遅
れ
る
こ
と
六
十
七
年
、

即
ち
千
八
百
八
十
七
年
（
明
治
二
十
年
）
西
本
願
寺
派
僧
侶
曜
目
蒼
竜
師
の

ホ
ノ
ル
ル
開
教
を
以
っ
て
嗜
矢
と
す
る
。
爾
来
、
今
日
見
る
が
如
き
布
畦
仏

教
の
繁
栄
は
日
本
人
布
岐
発
展
の
歴
史
と
常
に
行
動
を
共
に
し
、
各
宗
派
遣

の
開
合
使
及
び
邦
人
開
拓
民
の
並
々
な
ら
ぬ
血
と
汗
の
結
晶
で
あ
る
。
以
下

は
現
在
浄
土
宗
所
属
国
教
使
と
し
て
ホ
ノ
ル
ル
の
ハ
ワ
イ
浄
土
別
院
へ
勤
務

し
て
い
る
松
濤
弘
道
師
よ
り
特
別
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
師
は

元
讃
仏
国
際
局
主
事
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
方
で
あ
る

　
、

（
上
）

布’畦仏教の展望

仙
台
藩
の
船
頭
津
太
夫

が
、
一
行
四
名
と
共
に
布

畦
に
漂
着
、
其
の
後
公
式

に
は
千
八
百
六
十
年
（
万

延
元
年
）
日
本
最
初
の
遣

米
大
使
新
見
豊
前
守
正
興

が
勝
海
舟
、
福
沢
諭
吉
等

を
従
え
て
ホ
ノ
ル
ル
に
寄

港
、
布
畦
官
民
の
な
誠
熱

る
歓
待
を
受
け
た
こ
と
に

漏
膓
す
る
。
爾
来
日
布
関

係
は
漸
次
開
展
し
、
千
八

百
六
十
八
年
（
明
治
元
年
）

に
は
日
本
人
百
五
十
三
名

が
布
畦
上
陸
、
開
拓
移
民

の
草
分
け
と
な
っ
て
以

来
、
官
約
移
民
と
し
て
千

八
百
九
十
四
年
（
明
治
廿

七
年
）
迄
に
総
数
二
万
九

千
百
三
十
九
名
が
来
布
し
た
。
引
続
き

契
約
移
民
及
び
自
由
移
民
と
し
て
来
島

し
た
者
は
後
を
絶
た
ず
、
そ
の
大
部
分

は
広
島
、
山
口
、
熊
本
、
新
潟
、
福
島

県
等
か
ら
一
昔
千
金
を
夢
み
て
調
布
し

た
も
の
で
あ
る
。
此
等
邦
人
労
働
移
民

は
折
か
ら
活
況
の
白
人
経
営
庶
糖
会
社

に
雇
用
さ
れ
、
中
国
人
、
プ
エ
ル
ト
リ

コ
労
働
移
民
と
異
な
り
勤
勉
に
使
役
し

好
評
を
博
し
た
と
は
云
え
、
各
人
に
移

民
と
し
て
の
準
備
と
覚
悟
に
加
け
、
不

当
な
る
労
働
賃
金
と
条
件
に
甘
ん
じ
て

い
た
。
此
等
先
駆
者
は
耕
地
の
貧
弱
極

ま
り
な
き
開
拓
村
に
寄
居
を
共
に
し
、

朝
四
時
起
床
、
六
時
就
業
、
夜
六
時
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

業
で
一
日
の
労
賃
六
十
仙
、
日
曜
休
日

も
収
穫
時
に
は
労
働
を
強
制
さ
れ
、
白

人
雇
主
の
鞭
の
下
で
牛
馬
の
如
く
酷
使

さ
れ
た
。
開
拓
村
に
あ
っ
て
は
何
等
の

娯
楽
、
衛
生
設
備
と
て
な
く
、
飲
酒
、

賭
博
、
喧
嘩
、
淫
売
の
巣
と
化
、
博
徒

醜
業
婦
等
の
不
良
分
子
が
践
凹
し
、
善

良
な
る
開
拓
民
は
戦
々
事
々
、
惨
憺
た

る
有
様
で
あ
っ
た
と
云
う
。

　
か
く
す
る
中
に
曜
日
蒼
竜
師
を
始
め

と
し
、
各
宗
の
開
教
師
が
相
次
い
で
渡

来
し
、
敢
然
と
し
て
布
教
を
開
始
し
た

或
者
は
馬
を
駆
使
、
二
者
は
徒
歩
で
各

耕
地
を
巡
回
し
て
は
殺
伐
な
移
民
を
説

得
し
、
ひ
た
す
ら
開
拓
民
に
精
神
的
な

慰
安
を
与
え
た
。
中
に
は
仏
像
を
背
に

耕
地
に
巡
錫
し
て
は
罵
倒
さ
れ
、
追
出

し
を
食
っ
て
も
諦
め
ず
、
遂
に
そ
の
熱

意
を
買
わ
れ
て
此
処
に
拠
所
を
得
て
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
も
「
大
日
本
伝
来
阿

弥
陀
如
来
奉
安
所
」
と
大
書
せ
る
門
札

を
掲
げ
、
仏
教
会
堂
を
設
け
た
話
も
伝

わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
中
に
は
疑
似
布

教
家
も
続
出
し
、
移
民
を
購
着
愚
弄
し

て
は
貴
い
寄
附
金
を
基
金
募
集
と
称
し

て
詐
取
し
、
雲
隠
れ
す
る
悪
漢
も
輩
出

す
る
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
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悲
し
み
も
新
た
に
　
初
七
日
を
迎
え

三
河
島
事
件
遭
難
者
慰
霊
祭

全
仏
、
大
本
山
総
持
寺
共
催
で
執
行

　
一
瞬
の
う
ち
に
百
六
十
名
の
生
命
を

奪
っ
た
国
鉄
三
河
島
駅
の
惨
事
は
、
国

鉄
未
曾
有
の
大
事
件
と
し
て
内
外
に
非

常
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
が
、
全
仏
で

は
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
と
の
共
催
に

よ
り
遭
難
者
の
初
七
日
に
あ
た
る
五
月

九
日
午
後
一
時
よ
り
、
事
故
現
場
の
三

河
島
駅
近
く
の
広
場
に
お
い
て
、
盛
大

な
慰
霊
祭
を
執
行
し
た
。

　
大
本
山
総
持
寺
貫
主
孤
峯
智
環
禅
師

を
先
頭
に
雲
水
四
十
名
は
、
総
持
寺
婦

人
会
員
五
十
名
と
と
も
に
午
後
一
時
に

祭
場
へ
到
着
し
、
悲
痛
な
雰
囲
気
の
中

で
孤
峯
禅
師
の
導
師
に
よ
り
読
経
が
は

じ
ま
っ
た
。
祭
壇
に
は
全
仏
、
大
本
山

総
持
寺
、
荒
川
仏
教
会
、
東
鉄
町
か
ら

贈
ら
れ
た
花
輪
が
一
杯
飾
ら
れ
、
次
々

と
焼
香
に
現
れ
る
附
近
の
人
々
に
よ
っ

て
、
や
が
て
飾
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
花

東
で
う
づ
ま
っ
た
。
全
仏
大
谷
会
長
の

弔
辞
が
金
剛
理
事
・
長
に
よ
っ
て
朗
読
さ

れ
た
。
遺
族
も
次
々
に
焼
香
に
あ
ら
わ

れ
、
や
が
て
降
り
出
し
た
雨
は
、
事
故

現
場
の
線
路
わ
き
に
飾
ら
れ
た
花
束
を

濡
ら
し
悲
し
さ
を
ひ
と
き
わ
深
め
線
路

を
通
る
電
車
の
窓
か
ら
は
盛
ん
に
合
掌

す
る
多
数
の
乗
客
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
な
お
最
後
に
荒
川
仏
教
会
長
が
殉
難

者
の
冥
福
を
祈
り
閉
式
の
こ
と
ば
を
の

べ
、
午
後
三
時
半
頃
慰
霊
祭
は
厳
粛
裡

に
終
っ
た
。
一
三
か
ら
金
剛
理
事
長
以

下
全
員
が
参
列
し
亡
き
人
の
冥
福
を
祈

っ
た
。

　
な
お
日
本
国
有
鉄
道
主
催
の
合
同
慰

霊
祭
は
五
月
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
東

京
築
地
本
願
寺
本
堂
に
お
い
て
盛
大
に

行
わ
れ
、
十
河
国
鉄
総
裁
以
下
多
数
の

国
鉄
幹
部
が
出
席
し
全
遺
族
の
悲
し
み

の
中
に
厳
修
さ
れ
た
。
全
仏
は
仏
前
に

生
花
を
捧
げ
遭
難
者
の
冥
福
を
祈
っ

た
。
祭
壇
に
は
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
か

ら
の
花
輪
が
飾
ら
れ
読
経
と
香
煙
の
む

せ
か
え
る
よ
う
な
中
に
悲
し
み
を
こ
ら

え
る
遺
族
の
姿
が
参
列
者
の
同
情
を
よ

ん
だ
。
当
日
は
都
内
観
音
寺
、
常
照
寺

町
か
ら
十
名
の
式
事
が
読
経
に
参
加

し
、
全
仏
か
ら
も
石
川
局
長
、
柳
、
吉

井
、
別
所
各
部
長
、
門
屋
主
事
、
岩
野

常
務
理
事
が
夫
々
法
衣
を
着
用
し
て
列

席
し
、
ま
た
大
本
山
総
持
寺
、
東
京
仏

教
団
か
ら
も
多
数
が
参
列
し
読
経
、
焼

香
を
な
し
亡
く
な
っ
た
一
六
十
名
の
冥

福
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
ノ
～
く
そ
1
≦
≦

千
葉
県
仏
教
会
総
会
開
催

　
千
葉
県
仏
教
会
（
会
長
荒
木
照
定
師
）

で
は
四
月
廿
四
日
午
前
十
時
半
よ
り
成

田
市
の
大
本
山
新
勝
寺
信
徒
会
館
に
お

い
て
各
市
郡
町
の
代
表
者
五
十
名
が
集

っ
て
総
会
を
開
催
し
熊
野
理
事
長
の
挨

拶
に
は
じ
ま
り
、
昭
和
冊
六
年
度
決
算

承
認
の
件
、
本
年
度
予
算
案
等
に
つ
い

て
熱
心
に
協
議
し
た
。

　
当
日
は
全
仏
別
所
部
長
が
農
地
、
墓

地
問
題
等
に
つ
い
て
報
告
劣
々
要
請
を

な
し
、
最
後
に
第
十
回
大
阪
大
会
に
対

し
多
数
出
席
方
の
要
請
を
の
べ
正
午
す

ぎ
散
会
し
た
。

O
日
蓮
宗
で
は
三
月
十
一
日
か
ら
会
期

を
一
日
延
長
し
て
十
四
日
迄
総
本
山
身

延
山
久
遠
寺
に
於
て
第
十
一
回
定
期
宗

会
を
開
き
次
の
よ
う
な
主
な
る
事
項
を

協
議
し
た
。

　
即
ち
ω
宗
制
改
正
…
こ
れ
に
つ
い
て

は
か
ね
て
か
ら
宗
会
議
員
、
宗
務
当
局

学
識
経
験
者
か
ら
成
る
宗
制
調
査
研

究
会
で
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
迄
管

長
が
公
選
で
宗
務
総
長
が
こ
の
管
長
の

任
命
で
あ
っ
た
の
を
管
長
が
推
戴
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
総
長
は
僧
正
以
上
の

住
職
中
か
ら
歯
車
が
選
出
す
る
こ
と
に

ス一
　
ユニ界教仏

改
め
ら
れ
た
。
も
と
も

と
代
表
役
員
が
総
長
で

あ
っ
た
の
で
そ
こ
で
従

来
は
管
長
の
重
要
事
項

の
諮
問
機
関
で
あ
っ
た

宗
務
顧
問
会
を
総
長
の

諮
問
機
関
に
も
改
め

た
。
②
本
年
度
の
伝
道

車
に
よ
る
布
教
を
北
海

道
地
区
、
四
国
地
区
の

予
定
と
し
た
。
③
宗
務

財
源
の
一
役
を
は
か
ら

れ
て
い
る
日
蓮
宗
宗
務

院
ビ
ル
の
建
設
の
具
体

化
。
ω
。
布
教
教
学
研
究
所
設
置
の
要

望
⑤
核
実
験
禁
止
の
要
請
。
⑤
立
正
育

英
会
財
団
の
発
足
等
で
あ
る
。

○
真
言
宗
西
国
寺
派
は
解
散
し
、
そ
の

寺
院
は
真
言
宗
醍
醐
派
と
被
包
括
関
係

を
設
定
す
る
事
に
な
っ
た
。

O
全
日
本
仏
教
会
で
は
三
月
五
日
顧

問
、
参
与
会
を
東
京
で
開
き
、
今
後
の

有
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
ω
現
在
、
全

仏
の
当
面
す
る
諸
問
題
が
国
会
政
治
に

関
係
す
る
も
の
が
多
い
の
で
国
会
対
策

委
員
会
を
強
化
す
る
。
③
「
全
仏
通
信
」

の
編
集
の
充
実
。
②
財
政
確
立
と
組
織

強
化
等
に
努
め
る
事
と
し
た
。
ま
た
来

馬
道
断
理
事
長
の
辞
任
に
伴
い
、
新
し

く
曹
洞
宗
々
務
総
長
に
選
ば
れ
た
金
剛

秀
一
が
新
理
事
長
に
就
任
し
た
（
三

月
）
。
な
お
第
十
回
全
目
本
仏
教
徒
会

議
は
来
る
六
月
一
、
二
の
両
日
に
亘
り

夫
々
大
阪
東
本
願
寺
難
波
別
院
、
四
天

王
寺
に
於
て
団
地
、
勤
労
大
衆
、
都
市

計
画
な
ど
と
寺
院
と
い
っ
た
「
都
市
に

お
け
る
寺
院
活
動
」
を
中
心
テ
ー
マ
と

し
て
開
催
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

O
仏
教
東
漸
七
十
年
記
念
会
（
会
長
鈴

木
大
拙
）
は
三
月
三
日
結
成
式
を
行
い

予
算
二
千
万
円
で
ω
本
年
七
月
東
京
に

て
記
念
式
典
を
挙
げ
る
。
②
海
外
仏
教

伝
道
者
の
表
彰
並
に
物
故
者
の
追
悼
。

㈲
仏
教
文
化
国
内
会
議
を
開
き
仏
教
白

書
や
仏
教
徒
憲
章
の
作
製
。
㈲
日
米
仏

教
文
化
会
議
を
十
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

て
開
催
し
、
両
国
仏
教
者
相
互
の
意
見

の
交
換
を
す
る
。
㈲
英
文
「
日
本
の
仏

教
」
の
刊
行
。
等
の
主
な
る
行
事
内
容

を
決
め
た

O
西
本
願
寺
で
は
遠
忌
事
業
の
一
つ
で

あ
る
同
和
教
育
振
興
会
を
二
月
発
足
さ

せ
た
。

O
創
価
学
会
で
は
機
関
紙
「
聖
教
新
聞
」

を
本
年
度
か
ら
一
木
土
の
週
三
回
刊
行

し
、
東
洋
学
術
研
究
所
を
一
月
設
置
し

た
。
二
月
九
州
に
六
支
部
（
東
長
崎
、

別
府
、
唐
津
、
玄
海
、
筑
前
、
築
三
）

を
結
成
し
、
三
月
高
松
に
四
国
本
部
の

落
成
式
を
行
っ
た
。
ま
た
こ
の
ほ
ど
学

会
で
は
墓
地
用
の
土
地
の
買
収
を
交
渉

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
人
事
面
で
は
曹
洞
宗
金
剛
秀
一
内
局

の
成
立
（
二
月
目
、
高
野
山
真
言
宗
の

大
原
智
乗
任
期
満
了
に
よ
る
中
井
六
日

の
新
管
長
、
真
言
宗
智
山
派
の
竹
村
月

球
の
辞
任
に
よ
る
上
野
日
栄
の
新
総
長

就
任
（
共
に
三
月
）
等
が
あ
り
ま
た
真

宗
大
谷
派
前
宗
務
総
長
宮
谷
法
含
は
一

月
一
目
（
八
十
歳
）
、
大
正
大
学
教
授

星
野
俊
英
は
二
月
十
五
日
（
六
十
一
二

歳
）
、
大
谷
大
学
名
誉
教
授
大
須
賀
秀

道
は
二
月
十
八
日
（
八
十
六
歳
）
元
高

野
山
真
言
宗
管
長
和
田
性
海
は
三
月
九

日
（
八
十
四
歳
）
、
大
正
大
学
教
授
佐

藤
賢
順
は
三
月
二
十
八
日
（
八
十
二

歳
）
は
夫
々
死
去
し
た
。

　
建
造
物
で
は
高
野
山
御
供
所
が
一
月

廿
六
日
焼
却
し
、
東
大
寺
大
仏
殿
前
銅

製
大
灯
ろ
う
八
枚
の
扇
の
一
面
が
盗
難

に
あ
っ
た
。
一
方
西
本
願
寺
名
古
屋
別

院
境
内
に
戦
災
復
旧
費
の
資
金
源
と
し

て
貸
ビ
ル
が
一
月
、
法
華
洲
本
門
流
本

山
本
能
寺
に
団
体
旅
客
者
約
千
名
を
収

容
で
き
る
近
代
的
設
備
の
本
能
寺
に
団

体
旅
客
者
約
千
名
を
収
容
出
来
る
近
代

的
設
備
の
本
能
寺
文
化
会
館
が
二
月
、

広
島
西
本
願
寺
別
院
の
文
化
セ
ン
タ
ー

と
し
て
見
真
講
堂
が
三
月
落
成
し
た
。

　
以
上
は
四
月
一
五
日
付
に
て
文
部
省

調
査
局
宗
務
課
よ
り
送
ら
れ
た
「
宗
務

月
報
」
四
月
号
よ
り
抜
読
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
　
臆
。
．
昌
■
轟
●
馴
●
”
3
6
駈
e
響
6
9
亀
9
禽
‘
・
8
●
画
◎
卿
ら
・
8
‘
c
G
o
■
■

蘂
洲
よ
り
言
挙
生
の
図
画
送
付
依
頼

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
メ
ル
ボ
ル
ン
画

学
校
よ
り
、
今
回
在
メ
ル
ボ
ル
ン
日
本

総
領
事
館
を
通
じ
て
、
同
校
の
研
究
資

料
と
す
る
た
め
日
本
の
仏
教
系
中
学
校

生
徒
の
仏
教
画
送
付
の
依
頼
が
あ
っ
た

全
乳
国
際
局
で
は
直
ち
に
全
国
の
仏
教

系
中
学
校
長
あ
て
に
依
頼
状
を
送
り
協

力
方
を
依
頼
し
た
。
八
月
一
杯
に
は
メ

ル
ボ
ル
ン
へ
つ
く
よ
う
に
準
備
し
て
い

る
。　
　
　
　
φ
　
　
・
　
φ

　
　
　
　
　
　
磯
　
　
　
・
塵

ジ
　
’
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日
系
人
代
表
百
七
十
名
が
列
席

第
剛
回

海
外
日
系
人
物
故
者
慰
霊
法
要

築
地
本
願
寺
本
堂
で
盛
大
に
挙
行

　
第
三
回
海
外
日
系
人
大
会
は
五
月
四

日
よ
り
八
日
に
亘
っ
て
東
京
赤
坂
の
都

市
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
海
外
か
ら
五
百

八
名
の
代
表
が
出
席
し
て
大
々
的
に
開

か
れ
た
が
、
懸
仏
で
は
過
去
に
お
い
て

海
外
各
地
で
物
故
し
た
多
数
の
日
系
人

物
故
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
五
月
六

日
午
後
一
時
か
ら
東
京
築
地
本
願
寺
本

堂
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
し
た
。

　
当
日
は
七
十
名
の
海
外
代
表
を
招
待

す
る
よ
う
準
備
し
て
い
た
が
、
そ
の
人

数
を
遙
か
に
越
え
て
百
七
十
三
名
の
日

系
人
が
定
刻
に
は
広
い
本
堂
を
う
づ
め

つ
く
し
た
。
式
は
築
地
本
願
寺
副
輪
番

導
師
の
も
と
、
先
づ
柳
部
長
の
司
会
で

す
す
め
ら
れ
、
大
谷
会
長
代
理
と
し
て

出
席
の
清
水
谷
恭
順
副
会
長
が
弔
辞
を

朗
読
し
、
つ
い
で
岩
重
日
系
人
連
絡
協

会
理
事
長
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

読
経
の
声
が
流
れ
る
中
を
、
ま
つ
清
水

谷
副
会
長
が
焼
香
に
移
り
、
そ
れ
に
つ

づ
い
て
出
席
の
海
外
日
系
人
全
員
が
合

掌
の
中
に
焼
香
を
行
っ
た
。
終
っ
て
白

山
事
務
総
長
が
慰
霊
祭
の
委
員
長
と
し

て
閉
会
の
辞
を
の
べ
、
引
続
い
て
代
表

全
員
は
歓
迎
茶
話
会
の
講
堂
へ
と
歩
を

運
ん
だ
。

　
狩
野
局
長
の
司
会
で
歓
迎
会
が
開
か

れ
、
白
山
事
務
総
長
が
歓
迎
の
こ
と
ば

を
の
べ
、
つ
い
で
全
日
仏
婦
の
広
瀬
寿

美
子
氏
が
挨
拶
を
し
た
。
終
っ
て
謝
辞

と
し
て
、
明
治
四
十
一
年
に
第
一
回
南

米
移
民
団
の
一
員
と
し
て
渡
り
、
今
回

五
十
三
年
ぶ
り
に
な
つ
か
し
の
母
国
へ

帰
っ
て
来
た
と
云
う
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代

表
の
オ
キ
氏
（
福
島
県
出
身
）
か
ら
感

謝
の
こ
と
ば
が
の
べ
ら
れ
、
つ
い
で
メ

キ
シ
コ
代
表
木
村
さ
と
し
氏
（
山
口
県

出
身
、
曹
洞
宗
信
徒
）
、
北
米
代
表
田

辺
栄
二
氏
（
岡
山
県
出
身
、
浄
土
宗
信

徒
）
等
が
壇
上
に
立
っ
て
感
謝
の
こ
と

ば
を
の
べ
た
。
最
後
に
岩
重
日
系
人
連

絡
協
会
理
事
長
が
代
表
に
対
す
る
激
励

と
、
全
一
へ
感
謝
の
辞
を
の
べ
、
栗
本

局
長
の
閉
会
の
辞
で
午
後
三
時
頃
散
会

し
た
。

　
な
お
当
日
出
席
し
た
海
外
代
表
へ
は

左
の
各
宗
派
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
各
種
仏

教
布
教
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
案
内

書
、
絵
は
が
き
等
を
記
念
品
と
し
て
贈

り
非
常
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
妓
に
謹
し

ん
で
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
大
谷
派

妙
心
寺
派
、
天
台
宗
、
本
門
下
立
宗
、

高
野
山
真
言
宗
、
浄
士
爵
、

日
蓮
宗
（
順
不
同
）

曹
洞
宗
、

　
ウ
エ
サ
力
芝
名
古
屋
、
仙
台
で

　
今
年
も
ウ
エ
サ
カ
の
月
を
迎
え
、
各

地
で
祭
典
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
五
月

十
八
日
に
は
午
前
八
時
半
か
ら
名
古
屋

市
の
覚
王
山
日
泰
寺
奉
安
正
応
に
お
い

て
愛
知
県
知
事
、
名
古
屋
市
長
出
席
の

も
と
に
愛
知
県
ウ
エ
サ
カ
讃
仰
会
主
催

i
タ
イ
僧
伽
病
院
長
来
日
－

　
　
　
仏
教
、
衛
生
事
情
を
視
察

　
タ
イ
国
衛
生
次
官
サ
ン
ガ
・
プ
レ
ン

グ
ワ
ニ
氏
と
タ
イ
国
立
僧
伽
病
院
長
ヴ

ィ
ラ
ー
．
マ
ク
ド
ア
ン
ケ
二
刀
の
両
名

は
、
我
国
の
衛
生
事
情
、
仏
教
事
情
視

察
の
た
め
、
五
月
十
三
日
予
定
よ
り
お

く
れ
て
午
後
七
時
二
十
分
羽
田
空
港
着

の
タ
イ
航
空
機
で
来
日
し
、
外
務
厚
生

省
、
在
日
タ
イ
大
使
館
等
の
出
迎
え
を

う
け
東
京
駅
八
重
洲
口
の
国
際
観
光
ホ

テ
ル
へ
入
っ
た
。

　
全
仏
か
ら
は
藤
井
真
水
国
際
委
員
会

副
委
員
長
、
柳
国
際
部
長
、
鎌
田
主
事

が
空
港
へ
出
迎
え
た
。

　
翌
十
四
日
午
後
二
時
に
は
両
氏
は
そ

ろ
っ
て
、
大
使
館
員
同
行
の
も
と
に
築

地
本
願
寺
に
参
詣
し
、
全
霊
へ
来
日
の

挨
拶
を
な
し
、
金
剛
理
事
長
、
白
山
事

務
総
長
石
川
国
際
局
長
、
藤
井
国
際
委

員
会
副
委
員
長
、
中
山
理
々
理
事
、
柳

部
長
ら
と
約
三
十
分
に
亘
っ
て
懇
談
し

た
。　
そ
の
後
、
一
行
は
厚
生
省
側
の
取
計

い
で
医
療
器
具
製
造
、
病
院
等
を
視
察

し
て
い
た
が
、
十
六
日
午
後
二
時
半
に

仏
教
系
病
院
と
し
て
有
名
な
東
京
江
東

区
の
あ
そ
か
病
院
（
院
長
長
谷
川
俊
明

博
士
）
を
訪
れ
、
長
谷
川
院
長
の
説
明

を
全
仏
の
藤
井
真
水
国
際
委
員
会
副
委

員
長
の
通
訳
に
よ
り
熱
心
に
聴
き
、
終

に
よ
り
盛
大
な
祭
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
ま
た
仙
台
の
聖
和
学
園
仏
青
マ
ー
や

会
主
催
の
ウ
エ
サ
カ
の
集
い
は
、
五
月

廿
一
日
午
後
二
時
半
よ
り
五
時
に
亘
り

開
か
れ
、
つ
い
で
午
後
六
時
よ
り
ウ
エ

サ
カ
、
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
、
若
い
人

を
中
心
に
聖
火
行
道
を
行
い
盛
会
で
あ

っ
た
。

　
全
乳
で
は
取
り
あ
え
ず
祝
電
を
打
っ

て
成
功
を
祈
っ
た
。

っ
て
院
長
を
は
さ
ん
で
懇
談
し
、
午
後

四
時
四
十
分
頃
帰
途
に
つ
い
た
。

　
全
仏
の
両
氏
に
対
す
る
歓
迎
午
餐
会

は
、
十
八
日
正
午
か
ら
東
京
銀
座
の
三

笠
会
館
で
開
か
れ
、
石
川
国
際
局
長
が

歓
迎
挨
拶
し
全
仏
へ
の
お
土
産
と
し

て
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
釈
尊
像
一
体
が
贈
ら

れ
、
終
っ
て
サ
ン
が
衛
生
次
官
と
ヴ
ィ

ラ
ー
病
院
長
は
そ
れ
ぞ
れ
立
っ
て
感
謝

の
こ
と
ば
を
の
べ
、
和
気
あ
い
あ
い
の

中
に
午
後
二
時
に
散
会
し
た
。
当
日
は

全
仏
理
事
、
国
際
委
員
を
は
じ
め
、
最

近
全
期
か
ら
タ
イ
を
訪
れ
た
仏
教
徒
が

約
三
十
名
出
席
し
て
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
一
行
は
関
東
で
の
旅
程
を
終
え
て
か

ら
大
阪
、
京
都
方
面
を
視
察
し
五
月
三

十
日
空
路
台
北
へ
向
う
。

印
度
新
首
相
ラ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
氏
へ

　
　
祝
電
を
送
る

　
こ
の
ほ
ど
ネ
ー
ル
首
相
に
代
り
新
し

く
印
度
首
相
に
就
任
さ
れ
た
ラ
ダ
ク
リ

シ
ュ
ナ
ン
元
副
大
統
領
に
対
し
、
全
仏

で
は
大
谷
会
長
名
に
よ
り
祝
電
を
送
り

そ
の
成
功
を
祈
っ
た
。

　
な
お
印
度
ボ
ン
ベ
イ
に
お
い
て
第
一

回
ブ
ッ
ダ
ジ
ャ
ヤ
ン
テ
イ
の
祭
典
が
五

月
十
八
日
に
盛
大
に
開
か
れ
た
が
、
全

仏
で
は
大
谷
会
長
名
を
以
て
祝
電
を
送

っ
た
。

仏
教
教
育
問
題
に
つ
き
懇
談

　
　
　
　
来
日
の
タ
イ
比
丘
ら
と

　
こ
の
ほ
ど
ア
ジ
ア
財
団
の
招
き
で
目

本
の
教
育
事
情
視
察
の
た
め
タ
イ
の
プ

ラ
、
タ
ン
マ
ラ
ッ
チ
ャ
ヌ
ワ
ト
ラ
比
丘

外
二
名
の
教
育
家
が
来
日
し
、
五
月
六

日
午
前
十
時
半
に
新
装
成
っ
た
東
京
神

田
寺
（
友
松
円
諦
主
管
）
に
於
て
、
全

県
国
際
委
員
長
村
野
宣
忠
師
、
同
副
委

員
長
藤
井
真
水
師
、
平
等
通
昭
師
ら
と

共
に
会
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
種
々
仏

教
教
育
問
題
を
中
心
に
懇
談
し
た
。
こ

の
会
合
は
仏
教
徒
文
化
交
流
協
会
（
理

事
長
小
谷
徳
水
氏
）
が
主
催
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
N
H
K
の
海
外
日
系
人
慰
霊
放
送

　
　
　
　
高
野
山
で
執
行
に
決
定

　
例
年
の
通
り
開
か
れ
て
い
る
N
H
K

主
催
、
全
一
協
賛
の
、
海
外
日
系
人
物

故
者
孟
蘭
盆
法
要
の
実
施
放
送
は
今
年

は
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
絶
大
な
御
協
力

を
得
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
、
七

月
十
五
日
の
下
汐
盆
に
ア
メ
リ
カ
北

部
、
西
部
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
南
米
方

面
、
ハ
ワ
イ
等
へ
放
送
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
全
仏
国
一
局
で
は
直
ち
に
準
備

に
の
り
出
し
た
。

宇
都
宮
日
綱
上
人
逝
去

　
中
山
妙
宗
管
長
と
し
て
長
年
に
亘
り

教
界
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
て
い
た
が

去
る
五
月
五
日
薬
石
の
効
無
く
遷
化
さ

れ
た
。
行
年
九
十
一
歳
の
高
齢
で
あ
っ

た
。
全
仏
で
は
直
ち
に
弔
電
を
送
り
冥

福
を
祈
っ
た
。
な
お
密
葬
は
五
月
十
一

日
午
前
十
時
よ
り
大
本
山
法
華
経
寺
に

て
厳
修
さ
れ
た
。

▽

▽

▽
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